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濱
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●
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渉
蓼

多

い
つ
た

っ
た
か
　
集
＝
＝
崚
¨
か
ら
の
メ
ン
パ
ー
の
　
人

に

ぅ
人
口

の
と

い

人
々
は
　
う
の

、
デ
ィ
ヴ

ェ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト

・
を
初
●
し
た
嗅
の
た
■

に
比
べ

る
と
す

Ｌ
ポ
４
と
Ｌ
，
く
な

っ
た
」
し

い
う
よ
う
な
こ
と
を
一〓

っ
た
と
こ
ろ

そ
の
ヴ

ェ
テ
ラ
ン
は

、
と
ん
で
も
な

い
　
■
中
は
■

々
に
比
べ
て
計
来
が
な

い

の
だ
か
ら
ｔ
ｉ
く
■

っ
た
ｔ
は

，
―
え
な

い
ん
だ
」
ｔ
う
な
ず
て
‐―――
世
代

の
仲
――――

‥
人

に
け
，
Ｌ
し
て
き
た

そ
う
言
わ
れ
て
ｉ
　
当
咋
‘，１
１‐‐―
や

つ
て
も
―――
水
な
か

っ
た
価
晰
が
，

の
サ
綺

の
■

に
■
チ
る
と
，
そ
の
よ
う

に
出
来
て
し
ま
う

の
で
，
３
■
″
が
な

い
　

さ

¨
●
‥
兜
を
忙
一
一ご
よ

ヽ

　

・〓

っ
た
，
〓
う

・^
〓
れ
た
が

　

　

次

の
Ｌ
間

ｔ
，
少
〓
■
う
す
ｉ

ｔ
ｔ
´

■
セ

『
キ
■
，
な
●
―
ゃ
１
１
ぐ
な

い
・　
〓
即
性

三
言

い
狡

´
■
，
占
こ
■

、̈
■

ヽ

・ｔ
気
占

い
●
そ
，
■
を
私
は
■
し

■
と
さ

，
ヽ
中
一
´̈
＾
ヽ

二
十
五
「
年
　
〓

り
記
●
サ
ｔ
‘

一
ま
１
〓

〓
ｔ
ｉ
ｔ

ヽ
　
・長
●
ヽ
よ
う
‘

慨

″

数

＾
た

　

そ

の

■

ヽ

〓

―

力

Ｌ
一ｔ

●

〓

　

尋

・

´

〓

〓

１

　

一
朽

ｔ

ヽ

”

＝
ｔ
が
興

一
■
や
ま
な
す
一
た
こ
‥
を
●
だ
”

い
う
こ
〓
う
〓
●
る
　
■
え
ご

ら
の
‘
語
は
そ

′ｔ
ｔ
ｉ
‥
ル
一語

´
て
く
れ
た
０
だ

´
ｔ

佐

軽
　
敏

Ｌ
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●
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ｉ

対

麟
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■
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１
１
１

１

日
本
書
楽
●
団
定
０
■
賽
会
か
ら

”

“
国
ｉ
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一■

■

い
日
ｔ
判
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
¨
¨

・■
“
―‐‐ｌ
ｔ
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■̈
〓

屁
代
邦
楽
●
情

　

そ
の
６

平
彙
京
ス
ペ
ク
タ
ク
ル

Ｈ
小
〓
４
集
団

メ

ン
＾
―
入

お
珈
ｔ

ｔ
　
〓
欠

餞
記

彙
菫
子
の
三
味
●
み
て
あ
０
日
●

Ｉ
ｌｌ
■
●
Ｉ

は
，
ｒ
ん
■

＝
小
●
■
■
＝
”
●
〓
Ｆ

”
忙
計

＝
●
Ｉ
Ｉ
喪
――

〕
今
伐
●
〓
ｔ

■

■
■
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出 席

石
「
卜 志 (音楽評鶴鶉

i本 ● (作曲家 本公演芸術額問)
●情t風 (団員 尺八)

茶良壺寛(事務局長|

「
111拓

"●

言揮 司会
'

日
本
音
楽
集
団
は
九
月
五
日
か

ら
九
月
＋
三
日
ま
で
　
創
立
二
十

五
周
年
の
記
念
事
業
の

一
つ
と
し

て
初
の
韓
固
公
濱

（第
十
六
次
海

外
洟
葵
旅
行
　
文
化
庁
　
国
際
交

流
基
金
助
咸
）
を
行
っ
た
か
　
韓

国
中
央
国
楽
管
絃
楽
団
と
の
合
同

洟
奏
で

「Ｓ
Ｏ
ｕ
Ｌ
只
三
木
稔
作

山
）
と
「自
〓
朴
範
薫
作
由
）
を
初

浸
し
　
ツ
ウ
ル
　
光
州
　
全
州

大
邸
の
各
地
で
晴
衆
の
熟
狂
的
な

歓
迎
を
受
け
た
こ
と
は
　
両
国
の

音
楽
史
上
　
大
き
な
出
来
事
と
言

え
る
。
ま
た
颯
国
中
央
国
楽
管
核

楽
回
は
十

一
月
二
日
に
行
わ
れ
る

日
本
音
楽
集
国
創
ユ
二
十
五
日
年

配
念
菫
員
会

（第
百
十
回
定
期
）

に
向
け
て
の
来
日
か
決
定
　
東
京

で
の
合
同
浸
姜
が
再
現
さ
れ
る
な

ど
、
今
回
の
日
　
韓
両
国
伝
統
楽

器
た
ち
の
交
流
は
大
変
意
義
深
い

も
の
が
あ
る
。

韓
固
公
濱
に
同
着
し
た
諸
氏
に

語
っ
て
も
ら
っ
た
。

日
一　

２

―́
"‐

~・ ‐́
|

‐ 1■ t



日
本
文
化
の
源
流

へ
の
旅
を
企
画

し工41

華
奈良義寛

日
村
　
念
颯
の
韓
国
公
隣
が
実
現
し
ま
ｔ

た
が
　
絆
わ

っ
て
み
る
と
　
何
故
ｔ

一
ｔ

，
く
０
国

に
行
か
な
が

っ
た
の
か
せ

い
う

思

い
が
ｔ
，
し
た
　
民
絞
的

に
も
　
禁
紋

的
に
も
　
１
た
Ｅ
敢
０
精
神
を
深
く
受
●

て
い
る
●
一ｒ
ｔ
非
常
に
逝

Ｌ
隣
人
だ
Ｌ

青
来
や
楽
じ

に
も
共
通
な
部
分
が
あ
る
●

そ
を
大

い
Ｌ
じ
し
て
，
た
わ
け
で
す
が

最
初

●
令
山
を
担
当
し
た
奈
良
■
，
局
長

，
；
お
緻

い
ｔ
〓
↓

豪
ｎ
　
今
年
　
集
円
は
創
“
　
■
上
周
■

を
迎
え
る
に
め
た
，
　
何
か
に
含
的
事
業

を
し
た

０
せ

Ｔ
，
〓
‥
て
　
１
年
荊
，
ら

企
画
を
立
‘
で
さ
‥
ｔ
た
　
昨
年

１
３

業
＝
が
米
国
公
綺
を
し
て
０
ち
曖

●
‥
檜

中
　
韓
綺

の
共
薇
　
が
，
ウ

″
て
め
，

，
嬌
４
が
出
演
し
た
〓
‥
が
泉
人
の
契
崚

に
な

つ
た
―
せ

い
ま
す
　
当
初
は
第
■
回

Π
め

‘―，
国
公
演
を
行
う

０
さ
が
モ
■
あ

●

た
０
れ
，
　
そ
れ
〓
輸
国
を
含
め
た
彙
′

グ
ア
公
演
‥
ｔ
ｉ
　
ｌｌ
本
文
化
の
碑
流
た

る
そ
〓
あ
を
中
国
大
陸
　
倒
鮮
半
島

に
～

を
め
る
旅
を
て
た
４
さ

ｏ
せ
面
白

い
も
の

ｒ
出
十
‘
だ
ろ
う
１
思

っ
た
わ
―，
で
す

し
か
ζ
第

一
回
Ｈ
の
，１，
日
公
市
で
中
央
民

族
栗
Ｈ
と
共
面
し
　
崚
功
を
ヽ
さ
つ
て
０

‘
雑
験
，
■
　
伸
回
‘
‘
炭
族
豪
Ы
‘
共

Ｆ
Ｃ
　

一
方
的
な

●
レ
十
１
卜
を
は
違
う

真

の
国
際
交
薇
を
し
て
〓
よ
う
と

い
う
〓

〓
ち
●
眼
＝
が
あ
―
〓
せ
た

結
局
　
人
′
門
事
件
の
た
め
ｔ
中
国
公

演
は
鉄
含
な
が
〓
年
期
延
期
を
ι
　
綸
国

公
滴
だ
●
が
■
現
ｔ
た
わ
け
ｒ
す

〓
■
　
■
年
の
　
＝

中

韓
笛
の
共
薇

は
　
，

●
　
オ
ー

，
ビ

，
，
の
イ
ヴ

、
レ

ー
の
　
一
‥

せ
て
ヽ
Ｂ
ヽ
二
呼
＝
按
ｔ
●
）

″
―
＝
し
た
―
の
で
　
　
，
■
ｉ
ｔ
日
■

の
相
颯

”
民
“
会
の
人
た
，
い
た
ヽ
■
●

，
キ
ャ
ー
●
シ
キ
ー
ト
■
〓
〓

，
ウ

●

人
■
　
彗
山
ｒ
や
●
〓
‥
，
　
８
　
中

韓
の
文
化
が
　
，

■
■
ｔ
‘
●
わ
０
る
こ

●
ｔ
　
ｔ
■

●

・
一
ｉ
朽
“
´
い
〓
〓
‘

う
，

「
ｔ
ｔ
ｔ

●
●
に
つ
●
，
一，
，
民

”
来
■
，
■

一
〓
■
‘
〓
‥
●
‘
■
執

●

興
Ｌ
，
■
●
■

，
う
●
　
４
地
子
■
‥
●

＾
０
お
イ
〓

一
●

＾
一
ｔ
　
Ｌ

´
〓
＝
本

ｒ
ヽ
＝
ｋ
，
●
■
　
，
―
　
方
”
〓
う
●

‘
―
↓
ｔ

‘
レ

一
〓
●

〓
ｔ
　
，
　
韓

―――
●
■
●
〓
■
‘
　
＝

、
人
ゲ
＝
“
を
‘

■

●
１
●
　
●
■
一―
）
■
Ｉ
〓
■
■
さ
せ

‘

●
一
●
■
●
　
　
峙
‐―１
０
人
，
■

●
一

１
■
ヽ
一１
■

一
■
■

■
■
議

・，
高
さ
を

，、一　
　
　
　
＾
ヽ
●

を
償
い
‥
そ
し
て
、
そ
れ

を
超
え
た
互
い
の
魂
を

振
り
起
こ
す
些
一木
作
品

田
村
　
性
や
の
民
●
Ｉ
来
メ
ー，
■
‥
４
４

ｔ
て
●
●
ｔ

●
，
■
ｔ
＝
ｔ
ｒ

ｔ
ｉ
ｔ
ｔ

●
　
午
向
　
介
向
＝
＾
曲
　
山
が
■
１

４

‥
ｔ
ｔ
タ
　

ーー
ト
＝
´
１
，
　
ホ
〓
ん
の

、
、
０
し
Ｌ
一
　

一
”
仙
を
■
ヽ
●
■
■

¨

一
つ
　
一本
さ
ん
の
思

●
を
〓
，
〓
―

〓
木
　
呻
国
の
楽
Ｈ
‥

”
■
■

つ
〓

●
，

●
●
　
“
■
］
　
＝
●
４
”
栞
団

，
，
，

イ
　
ア
，
十
，
ブ

”
”
木
ｉ
ｔ
た
時
　
■

―――
●
た
，

，
鋼
↑
ｔ
ｔ
艘

い
た
　
候
”
憫

人
的
‘
中
‥
ｔ
て
　
汁
″

ヽ
′
ダ
，
”

エ

ス
一
，
，
　
オ
ー
ケ
ズ
ト

ラ
を
＝

●
て

，

ｌ
ｔ

●
１

一
，
こ
と
“
め
，
　
●
民
卜
の

■
■

●
＝
じ
●

ｔ
拘

¨
■
●
〓
た

●
〓
じ

。
で

い
た
崚
ｒ
ｔ
ｔ
　
¨
――ｌ
ｔ
●
■
■
〓

●

え
た
あ
ｔ
ｔ

一
た
し

　
´
＋
ウ
イ
　
●

，
十

，
デ

´
″
特

●
た
０
　
中
「
↓
民
‘

■
間
が
●
，
チ
ゆ
円
地
〓
‥
を
■
，

ｔ
，

，
７
１
ｔ
ｔ
¨
‘
●
●
●
‥
■
　
碑
ｈ
”

”̈
●
に
は
‘
，
チ
〓
は
“
”
‘
‘
ｉ
ｔ
，

¨
‘
”
〓
　
■
●
０
年
汁
〓
〓
■
川
“

‘

そ
“
●
■
い
‘
〓
る
一
，
一
，
，

●
し
，

ｔ
な
０

●
〓

‘
う

●
　́
●
‘
　
１
　
　
一

ｔ
　
〓
０
●
　
■
〓

ヽ
¨
〓
―
一
●
―
，

を
崎

●
■
●

●
〓
　
〓
　
一
■
■
●

●
す

卿
●
れ
て
力
●
　
■
■

ヽ
　́
■
　
■

、

■
●
メ
多
人
欧
●
■
１
，
■
１
一
■
ム
●

，
焦
性

●
■
ｔ

●
〓
‘
〓
＾
　

・
―

ヽ
■

ｔ
●
一
ｔ
¨
一

Ｆ
曲
●
１
■

，

　
一
　
ヽ
　
Ｌ

一
ケ
ー

＝
本
●
　
■
¨

●
侵
“
，
■
匙
‥
´
〓
た

こ
と
ャ
■
し
　
′
「
■
”
ィ
・
一■
　
，
，

デ
ｔ
ｉ
お
，
た
，
　
●
　
２

●
，
■
　
■

●
の
　
Ｔ
ヽ
ヽ
Ａ
ヽ
―
‘
　
Ｍ
Ｆ
　
，
■

■
　
■
４
一̈

´
一
″
」一
一
´
■
　

¨
■
，

餞
，
こ
こ
十
１
１

，

〓

●
〓
　
■
■
Ч
●

Ｉ
ｔ
Ｒ
Ｉ
　
，
ｔ

・
せ
た

０
●
●
キ

ロ
村
　
　
Ｉ

●
‘
　
●
人

三
■
で
〉
ｆ
使

わ
れ
た
餃
く
”
■
磁
ｔ
メ

入
´
ｔ

●
ｉ
ｔ

た
ム
〓
木

　

―
‘
　
ヽ
日
の
＝
”
ｔ
打
■
〓
メ

細
■

●
〓

″
ｔ
他
は
，

・，
１
〓
‘
十

田
村
　
人
交
奥
¨

¨
■
‥
■

●
ま
十
　
悴

「
つ
メ
，
一
ｌ
ｔ
戴
，
窯
れ
の
　
■
〓
，

も
　
し
ｔ
ち
連

０
ラ
ン
ポ
の
　
童

の
方
を

生
き
生
―
‥
無
雅
に
，
な
し
て
０
ｌ
ι
た

ね
　
秋
父
屋
吉
囃
ι
を

い
れ
る
に
つ
い
て

は
二
嬌
“
”
～
掟
率
が
あ

一
た
と
か
…

〓
木
　
，
う
な
ん
で
す
　
初
め
は
全
部
衡

て
く
■

●
う
と
思

０
て
い
ま
し
た
が
　
一

惰
な
か
ら
の
提
案
も
あ

っ
て
決
ｉ
ｔ
ｉ
ｔ

た
　
打
索
薔
●
タ
レ

●
ン
を
新
し
て
し
て

＾
０
ま
し
た
が
　
こ
れ
は

、
一
ツ

レ
六

ス
し
，
チ

、
ア
ル
・
‥
卜
，
候
の
前
の
中

ｆ
も
敏

ぅ
て
い
ま
す
　
世
罪
中
の
す
ぺ
で

の
楽
〓
て
共
演
‘
‥
る
ι

●
う

‐Ｉ
罷
性
を

開
“
し
て
お
く
〓
‥
は
　
共
Ч

●
ｔ

´
ｔ

ｔ
，
た
性
を
用
く
こ
と
●
〓
‘
の
‘
最
初

の
若
想

に
置

●
た
め
て
十

日
村
　
な
‘
，
ど
　
轟
＝
的

●
み
で
藪
功

ι
た
の
イ
は
４

●
‘
―
　
一，
●

奈
良
　
■

＾
阿
崚
踊
―
〉

今

＾
秋
ｔ
星
台

暉
ｔ
〉
ｔ
，
，
さ
せ
ｆ
十
，

実^

ｔ

〓
本
　
，
′

‘
の
体
系
は
　
世
然
¨

●
人

０
て
分
●
■
■

「
あ
る
　

一
つ
は
Ｘ
じ
―

―
ル
・■
ヽ
ビ
ー
ト
型
‥
ヽ
イ
ン
タ
型
　
〓

”
〓
ち
―
，
■

●
は
つ
中
を
記
れ
”

い
´

め

０
ま
十

―

―

、

ヽ

―

日

３三木 稔
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ヽ 一

よ
っ
て
勢
い
づ
け
ら
れ
た
。

田
村

　

●

川

ｔ
千

〓

，
，

●
´
―

●
一
●
●
　
　
　

一^

一

韓
国
の
新
し
い
音
楽
運
動
か
集
団
に

蔭
が
喘
ま

っ
た
段
階
ｒ
ｔ
ｔ

●
ま
，
　
　
　
　
豪
良
　
栞
日
の
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特別寄稿

日本音楽集団を讃える

東京大学名誉教授

東岸普楽学会会長
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本
音
楽
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団
定
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演
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会
か
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¬

〒Ⅲ■ 奎中
"i籠
本
'お
,1,・

,●■ 0,18,, 01,4

「

劃

免山銘尺八F

琴 古 都 |`各・ ほ 麗 l■ ■

特 製品煤 竹 ι各■福 |ま す

木 本す党 |□

●11■3■ 11櫂都ネ上
'′

●1● ,,

T=L12,`■ 21∝

●
_lfI

「

ヽ
ロ
ー

一　
　
　
　
　
、
ヽ
０

―ラン●―ルに疼える作臼家たち 前列左から
=ホ
稔 山本百祀

¨̈
一
　
　
¨

日本の

“
■山鶴尺バ

指輝 青島広 t

＾
〓
構
■
颯

素
川
欣
也

米
〓
浩
〉
の
納
ま
う
に
よ

‘
ポ
リ
ツ
■
〓
′
夕
あ
●
い
は

ヽ
，
０
フ
，
〓
ク
な

力
強

い
流
動
が
け
立

つ

′
●
グ
う
ム
の
最
初
は
　
■
沢
勝
餞

＾
子
供
の
四

千
）
だ

０
た
　
日
本
音
楽
集
日
が
発
足
し
て
ｉ
ｔ
な

い
　
た
六
六
年
の
■
詢
だ
が
　
の
ち
の
規
範
‥
〓
‘

標
準
倒
崚
を
子
見
せ
て
０
‘
　
季
姉

●
因
０
わ
ら
ベ

唄
ゃ
祭
の
掛
け
声
な
ど
を
女
”
介
叫
“
，
た

い
　
そ

の
変
奏
の
よ
，
な
霞
用
を
”
楽
器
ア
レ
十
レ
ブ

ル
が

受
絆
帯

い
‘
遣
ム
　
千
節
感
〓
駄
掏
計
を
嗅
す
　
１

た
最
機
の
　
一木
稔

＾
く
‘
だ
Ａ
ど
Ｘ
ｔ
美
の
健
律
に

，
‘
波
“
合
唱
の
た
め
の
カ
レ
タ
ー
タ
）
は
　
，
～

●
以
前
の
六
一
年
，
　
１
ネ
■
楽
ヽ
日
絆
Ｌ
の
導
入

腱

‘
‘
な

っ
た
山
米
の
曲
　
筆
は
ｌ
ｔ
粒
ｔ
，
使
わ

れ
て
い
な

い
　
合
＝
ｔ
邦
栗
番
澪
は
中
栞
的

に
　
南

口
初
構
‥
い
え
上
“
‘
鼓
舞
を
，
■
オ
●
演
秦
τ
倅

わ
〓
せ
た

¨
，
‘

ズ

４

Ｌ^

芳̈

●̈
●

■
●
■
山
●
デ
　
■
卜
´
■

●
　
一
　
　
一

円
毬
が
　
良
ｋ
，
品
，
‘
〓
”
●
１

点
が
指
摘
●

●
‘

Ｉ
驀
い
件
曲

一
十
面

な

、薇
卜
の
職

一
ｉ
ｔ

索
を
，
由
ィ
メ
ーー
本

●

う
珍
Ｌ

い
作
品
て
い
〓

一
　
　
一

一●
一
一

一
●

■
　
●
　
　
　
●

一
　

一́
　
　
　
　
一

一　
　
　
　

　
　
　
　

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
一
一^

一

一
　

一　
　

一　

　

　

一

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

¨
●
ヽ
工̈
一
」

●
一

一

＾
ヽ
　
　

●

・
一

■

一
一

一
一
一

一
一

一

一
　

一一
一

■

，
　
　
、
　
　
一　
一
ロ

一●

¨

一

●
Ｉ
●

購
，
＝
■
―
〓

●
　
●

■
，
よ
鯉
●
＝
―

‘
●

■
壼
■
，
●
山
〓
　

●

１
■

●
●
イ
■

一
　
〓

あ
■
ｔ
，
●
■
　
●
，

一
　
一

′

４

　
●

ヽ′

指薇 牧野自多可

●

ｒ

嘔
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オ
ラ
ス
こ
（南
仏
）
古
代
劇
場
に
「急
の
曲
」の
響
き

平
安
京
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
・フ
ラ
ン
ス
公
演
（靭
露
麟
糠
智
Ｌ
報
告

ｋ
西
文
減
の
椰

Ｌ
を
一蔭
”
て
作
巾
さ
れ

た

一急

の
山
一
が
　
，
夏
　
層
人
‥
な
情

に
」
が
，
　
仁
性
芸
術
を
鋼
澤
し
　
■
櫛

を
中
心
と
ｔ
´
一■
安
一“
１
へ
′
′
，
ル
一

１
４
●
　

，
，
，
ス
辛
”
‐
●
年
祭
の
ハ

●
公
誠
椛
，
メ
行
わ
０
■

ｔ
ｌｌ
卜
　
●
　
●
食
”

＾
１
●
到
着

ン
，
，
ｔ
，
し
，
は
し
，
、
”

●
ｔ
ｕ
行

―
わ
で
記
含
贅
ｕ
綸

”
真
最

‐―，

ｔ
，
十
日
＝
＾
，
午
　
当
初

＾
●
―
ド

ヽ
■
の
ｉ
ｔ
が
　
，
■
さ
●
‘
を
断
を
，

●
　
′
―
卜

●
グ

４
キ
臓
　
ォ
ル
●
―
英

桁
館
　
モ
レ
や
ル
ー
ル
つ
ｉ
な
〓

●
文
ヽ

〓
食
つ
０
イ

レ
ゃ
ビ
ー

ル
”
セ
杯
の
あ
〓

い
一
〓

●
■
＋
の
人

●

●
，
ら
１
●
　
そ

れ
″

ヽ
の
，
米
の
話
ｔ
〓
●
撃
が
咲
‥

、急

の
山
・
め
読
＾
の
交
流
Ｆ
森
０
●
●
‘

ｔ
ｈ
ら
，
〓

ス
う
択
分

■
な

´
て
来
た

十
五
‐―
　
，
本
●
財
叶
標
よ
，
速

い
■

●
■
に
，
　
路
市

＾
　
畑
　
畑
　
畑

卜
■
●

”
■

の
“

●
●
ｉ
わ
，
翻
　
術
”

畑
●
Ｉ
容
〓
飛
ぶ
■
■
よ
ぎ
‘
　
―
■
，

午
一川

、
，
ビ

一
言
，
の
格
‘
“
あ

，
踊
あ

●
―
ス
河
巾
の
ｔ
¨
ｌ
ｆ
ｔ
”
授

´
て
，

坂

井

放

■

ロ

●

オランシ●古くコ通のステーンで決奏する京3市支
=楽
団

ン
、

,,



一

歌 1る 跡 卜 椰
う の 時 に ,。)
稼 ま は ′

'スに r=ち
=ラた 々 |た イ

青 ,せ う 書 ド
の の し か ^映
滝 様 で の 関 ザ
れ を  楡 11,1
は 短 及 に

~II
い oい 凛 の ,

1,(1亭 革
か 俸‐  此 タ
● ● tズ の で
台 を の 成 a

中
央
の
者
遣

＾
〓
受
●
つ
ｒ
れ
た
　
人
〓

〓
バ
■

″
の
卜
な
　
帯
の
様
な
筆
を
ｔ
´

て
走
，
退
，
　
塵
ι

″
う
す
が
出
米
卜

一

た
　
風
組
悠
禁
の
風
だ
そ
う
〓
　
■

●
此

の
う

●
ピ

●
，
，
の
キ
ｒ
め
●
　
い
よ
い

〓
共
団
の
一新
入
千
代
師
ｆ
一
■
●
豪
祥
だ

け
に
よ
る
古
興
形
式
め
台
奏
を
聴
茉
は
〓

の
様

に
３
し
た
て
あ
あ
う
な
　
倅

ぅ
で
量

登

一
人

半^
Ш
）
■
の
前
で
演
■
　
〓
０

様

●
菌

い
■
を
出
せ
て
も
　
あ
く
‥
イ
静

の
世
界
　
ど
の
様

に
か
●
〓

き
澪
子
も

せ
ん
の
強

い
　
や
は
，
静
の
世
界
　
こ
れ

等
の
融
う
な
■
接
Ｊ
　
此
の
荒

々
ι
Ｏ
ま

で
の
動
的
な
遺
跡
こ
お
し
　
　
段
〓
神
格

的

●
響
〓
横

●
た
　
そ
の
間
に
ｔ
次
の
鮨

籠

一●
嬌
一
の
る
の
，
が
，
大
が
贅
か
れ

費
客
を
，
本
の
中
＝
の
世
界

ヽ
と
み
ち
び

―
　
自
　
赤
の
鰤
■
■
の
さ
び
′
ヽ
ｔ
は

だ
〓
　
丼
―
前
　
熱
●
　
，
い
が
京
警
う

メ
ン
パ
ー
の
　
人

一
人

に
制
Ｏ
ｈ
　
ｉ
‘

‘
薔
が
ヒ
ち
の
ぼ
‘
螢

に
　

い
―

〓

一
■

し
●
工
奏
メ
始
ま
る
　
そ
の
側

に
丼
や
メ

Ｕ

っ
て
来
‘
〓
黎
こ
の
ド
●
置
，
　
香
血

の
昨
よ

こ
れ

ぅ
て
間
喬
　
次

々
，
長
一
ｔ
‘

，
，
ィ

，
■

‘
や

一

ヽ
一

●

，

′

●

琴・三絃

子 震 曇 :

::‐   '
tllト イヽ

ローン・下取 り・修理致 します。

一
　

●

´

　

　

　

一

´
　
　

　

一
一

●
　

　

　

一

■

一　
　
一　

一

一
口

一　
　
　
一
一

‘
　
，

，

，

，
一
一
一́
一

一　
　
　
　
　
一

″

は

「
ヘ
ト

“

・

四
―

〓
毬

′
る
贅
国

の
人

＝

ι
思

い
で

心
は

せ
た
の

Ｉ

っ
て
大

さ
な
拍
子
が
鳴

:八千代店 | 千葉県八千代市八千代台 1ヒ

17-16-13
80474 84 8859

田 市 店  東京都調布市上石原
1-6-14

●0424-34-00,2

和
楽
器
専
門
店

祝
。
日
本
音
楽
集
団
創
立
二
十
五
周
年

戻 器 ,
つ  ひ
た よ び
の 装 ■
は の た

商 慧 だ
:み 古
lt を ,
嗅 轟 午
で え i;
あ  零
‐ ホ 1'
た テ 過
′●

へ 楽

老

舗

阻
金
善
楽
器
店

Ｔ
Ｈ
“
田
町
■
し

Ｔ

Ｅ

Ｌ

五
四

一　
　
　
・几
〓

夜^
間
）

■
7サ

市
東
1,

,●

(075)!(

1 に 11
三 六 人
「
  路
近

一   i  ,
■
'L円t四 條
■ | ド

で , ■
, あ

■

li

■0「 (.新 千ヽ■■子,を ,■■
`=`苦 =■

団

|
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線
み
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あ
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記
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1'良 |:● 力 1本 れ ら
'う
■  ●,1:(公 ス  で

14・ lll1 11を ti:■
部
・
メ
「
‐ 餃

・ ・ =置
[J

よ ヽ   ■ 1 客 ■ |`=21議

野
口

美
恵
子

卒,神奮特設ステーシて.巨人,を凛奏する日本書楽集団

|ユ
|

一
衣
帯
水

腱
国
語
の

、
あ
り
が
と
う
・
は
、
カ
ム

サ

（
ム
〓
ダ
一
で

、
カ
ム
サ
一
は

、■

謝
・
な
の
で
あ
る

た
と
え
ば
生
ま
れ
た
こ
と
も
が
奥
さ

ん
に
そ

っ
く
り
の
可
愛

い
子
だ

っ
た
と

し
て
　
大
が

、母
■
似
の
可
曇
い
子
だ

な
あ
一
、あ
あ

か
み
さ
ん
似
だ
・
と
喜

σ
感
謝
す
る
よ
う
な
気
持
ち
　
な
の
で

あ
る一ア
シ
〓
音
ン
（
シ
ム
一
一カ
一
の

、
ア

´
〓
●
シ
・
は

、安
甲
ヽ
で
　
，

きヽ
げ

ん
よ
う
一
一
お
か
わ
―
な
く
ｏ
と
い
う
よ

，
な
　
あ
た
た
か
み
の
こ
も
っ
た
あ
い

さ

つ
の
言
葉
な
の
で
あ
る

た
と
え
ば
兄
さ
ん
が
さ
〓
腕
を
骨
折

し
て
食
事
を
す
る
の
も
苦
労
し
て
い
る

と
し
て
　
弟
が

「
兄
や
ん
は
じ
無
理
か
一

と
気
づ
か
う
よ
う
な
　
相
手
を
　
特
に

年
長
者
を
思
い
や
る
信
絞
精
神
に
豪
う

ち
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ

か
る苦
臓
に

、
ア
ン
●
●
ン
（
セ
ョ
・
で

、
お
り
よ
う
・
と
同
し
よ
う
に

「
ヨ
・
を

の
は
し
て
声
を
か
け
合
う
の
が
■

々
ｔ

い
　
た
と
え
疲
れ
て
い
る
時
で
も
　
、安

眠
は
是
よ
ヽ
と
こ
ち
ら
の
健
康

に
ま
で

ヽ
０
か
つ
て
く
れ
る
優
し
さ
が
，
こ
え

て
き
て
■
も
軽
く
な
る

向
し
人
　
同
じ
食
卓

＾
〓
飯
が
あ
っ ロ

|]

一　

　

一

ヽ

―
―

● 1



日
本
音
楽
集
団
■
露
編
野
の
主
な
活
動
記
録

●
■

■

●

●^

）

大
●

●

一
■

狡

●

●
〓

ｔ

，

■
，

“

‘

＾
０

）

●
０

グ

ｏ
ｌ

，

ア

‘
●

口

ｔ

●

凛

薇
螢

●

日
瑣

■
日

“
奮

，

日

●
，

，

日

＾
ネ

）
ヽ

“
０

●^

）

●
＝

●
●
０

，

表

＾
■

＾
‘
コ

）

■
■

刻

，

＾，

）

０

”

”

夕

●

●

●

こ
■

■

■

笙

●
，

”

●

メ^

）

「
■

●
〓

●
，

，

、
ス

●

´

＾

¨

‘
，

，
日
＾
ホ
）

●
豪
尺
人
ｔ
，
日

，
“

メ
，
，

●
■
■●

，
，
，
―
ル

●
■

ヽ
●
＾
●
）

●
●
市
古
●
〓
饉
“
女

●
〓
●
端
夕
，
，
ン
ホ
　

●

‘
月
”
１
１^
）

●

”

，

●

´

●

´
，

１

１
　

　

　

ア

●
＾

，

デ

イ

オ

‘
，

■

■

＾
ホ

）

■

■
，

‘

下

，
甚

■

“

●

■

，

，
■

”

■

０
０

‘

，
，

１
０

＾
■

）

■

●
■

，

”

４
コ

＾
”

＾
●
口

）

′
■
‘
‘

人^
）

●
●
口
，
日
〓
■
，
　
　
　
　
　
　
ネ
ツ
●
ホ
ー
″

，
，
●
●

メ^
）

，
，
イ
●
会
●
〓

´
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挙を愛するすべての人の繊細な感情を忠実に

音に表現するために、楽器の本質を追求 した挙

日本音楽集団推薦

東京都目黒区碑文谷219¬ 5 TEL(792)848!

オリジナル立奏台


